
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもを守る安心の家」に感謝 

 

 5月9日（月）、上田警察署のスクールサポー

ターの志摩さんに来ていただき、1・2年生対象

の防犯教室を行いました。クイズなどを交えな

がら、下校時、どんなことに気を付けなければな

らないかということについて学びました。 

 「子どもを守る安心の家」という制度がありま

す。緊急時の子どもの駆け込み場所として、通学

路に面するお宅を中心に子どもの安全対策をお

手伝いしていただく制度です。子どもたちが、登

下校時等に、犯罪や声かけ、各種事故等の被害

にあってしまった場合、またはあいそうになっ

た場合に保護していただき、警察や消防などへ

の通報等をしていただくことになっています。

毎年、ＰＴＡの役員さんらが引き受けてくださ

っているお宅を訪問し、お願いのあいさつもし

ています。引き受けていただいている方々、「地

域の子どもは地域で育てる」のお気持ち、本当に感謝です。 

 子どもたち、自分の命は自分で守る力をつけていかなくてはならないわけです。しかし、ま

だ幼い小学生の子どもたちがそんな力を十分つけていくまでの安全確保には、地域の方の協

力はどうしても必要になってきます。そんな思いから、不審者情報等、学校と共有していって

いただければと考え、今年、子どもを守る安心の家の皆様に「塩尻小安全安心メール」の登録

を呼びかけてみました。また、更に、以前、「校長室から」に書いたこともあります「塩尻小

子どもはぐくみ隊」（登下校中の子どもたちの様子を見守っていただく組織）の皆様にもメー

ル登録のご協力を呼び掛けてみようかと思っています。数が多いので、すぐにというわけには

いかないと思いますが。 

 

校長室から 

      甘利 尚之 
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